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図1● 2012年度におけるICT投資の内訳（投資比率の平均値） 
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図2● ICTの主要分野別の投資額比率の増減 
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図3●イノベーションに対するICT利活用の現状と今後への期待 

N=748 

42.6 

28.3 

33.4 

18.4 

19.5 

23.0 

22.3 

20.9 

20.1 

10.8 

11.6 

44.8 

38.6 

38.4 

33.0 

32.4 

31.1 

30.1 

24.3 

21.7 

20.1 

17.2 

0 20 40 60 

事業や経営判断の高速化 

ワークスタイルの変革 

営業力強化 

新たなマーケティングや顧客へのアプローチ手法の開拓 
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ビジネス領域の拡大／業際（異なる事業分野にまたがる）市場への進出 

モノづくりの変革・生産革新 

サプライチェーンの変革 

外部（企業、顧客、生活者、個人など）とのビジネス共創（共同開発など） 

社会課題の解決 
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これまで、ICTを利活用してイノベーションに

取り組んできたもの 

今後（も）、ICTを利活用してイノベーションを

推進したいもの 

※「今後（も）、ICTを利活用して、イノベーション
を推進したいもの」降順にソート 

ビジネスの様々なイノベ
ーションのために、ICTを
今後さらに活用したい 
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様々な情報（データ）を基にリアルタイムに適切な判断を促す機能 

業務状況に合わせて、システムの動作を 

容易に変更できる業務ロジックの設定・管理機能 

多種多様な大量データを蓄積・活用（分析）する機能 

必要なICTリソースを柔軟かつ迅速に利用できる機能 
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図4●ビジネスイノベーションに必要なICTの側面 

※全体の降順にソート どこでもアクセスや業務の可視化などへの 
必要度が高い 
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※ビジネスイノベーションへの取り組み意向の高い層は、イノベーションに取り組むべき領域の選択個数（最大5個まで選択可能）で4個以
上選んだ回答者 
  

図5●ICT技術の今後の利用意向 

ビジネスイノベーションに取り組み
たい領域が多い層ほど、より多く

のICT技術を利用したい 
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図6●イノベーションにICTを利活用するに当たっての課題 

※全体の降順にソート 

人材不足と既存システムの負担が 
課題の上位に 
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図7●保守・運用の点で課題のあるシステム領域 
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図8●アプリケーション保守上の課題システムの有無 

※サーバーごとに「このサーバー自体がない」「わからない」を除いたベース 

サーバーによらず、 
アプリ保守の課題が存在 
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図9●既存システムの保守作業における課題 
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ICTプラットフォームが標準化されておらず、 

システム単位に異なる保守作業が必要 

保守のノウハウや技術が引き継がれておらず、 

保守作業ができる人がいない／いなくなる 

システムのモジュール化ができておらず、保守作業の負担が大きい 

今後の適切なシステム保守の在り方が分からない 

使用頻度が低い／利用していない、 

あるいは重複しているシステムや機能がある 

システム担当者自身が変化に消極的 
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図10●課題システムの更新計画 
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※サーバーごとに保守上の課題システムの保有者ベース 課題システムの更新意向はある 
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図11●更新する上での妨げ 
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情報システム部員が多忙で、取り組む時間がない 

更新作業のための一時的なコストをかけられない 

古いシステムのことが分かるシステム担当者がいないため更新作業が難しい 

システム資産の見える化ができていないため更新作業が難しい 

既存システムがスパゲッティ状態なので更新作業が難しい※ 

適切な更新方法についてよくわからない 

情報システム部員自体が変化（更新）に否定的 

ハードベンダーやソフトベンダーの製品提供や保守のサイクルと合わない 

更新作業を支援するツールやシステム環境が不足 

更新作業の支援ツールや環境を利用する効果が見えない 
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※保守上の課題システム保有者ベース  
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※ 複雑にからまり、整理されていない状況 

※降順にソート 

膨大なシステム資産が更新作業の妨げに 
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図12●更新の目的 
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ビジネス環境の変化への対応のため 
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ICTガバナンスを強化するため 

特に目的はなく、ベンダーの都合 

（ハードウェア、OS、ソフトの保守切れ）に合わせるため 

誰でもシステムの保守・運用をできるようにするため 

新しいICT技術を使うため 
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※保守上の課題システムの更新意向者ベース 
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※降順にソート 

「新たなビジネスへ
の対応」も3割強 

最大の目的はコスト削減だが、 
ビジネス関連も3割と多い 
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調査概要と回答者プロフィール 
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＜回答者の所属部署＞ 

100～ 

299人 

21.8% 

300～ 

499人 

10.3% 

500～ 

999人 

14.0% 

1000～ 

4999人 

24.3% 
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以上 

19.5% 

＜勤務先の従業員数＞ 

N=748 

＜調査概要＞ 
調査主体 

日経BPコンサルティング 
※調査企画と分析作業において、日経BPイノベーションICT研

究所の協力を得た 

 

調査名称 

ビジネスとICTに関する調査 

対象 

法人の情報システム部門、または経営・企画
部門の勤務者 

調査手法 

インターネット調査 

調査時期 

 2013年3月5日～3月12日 

有効回収数 

 748件 
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